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○給付対象者（全てを満たすこと）
・能登町に住所地を有し農林業を営む個人または事業所の本拠
　地を置き農林業を営む法人

・平成 31 年 1 月～令和元年 12 月の売上げが 200 万円以上
・令和 2 年 1 月～令和 2 年 12 月の連続する 2 カ月間の売上げが前年同期と比べて　
　20％以上減少、または年間の売上げが前年と比べて 20％以上減少

・町税等の滞納がない

○給付金額
　売上げに応じて 10 万円～ 100 万円

◇農林業継続支援緊急対策事業◇農林業継続支援緊急対策事業
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農林漁業者のための

申請期間
令和 3 年 1 月 31 日まで

○給付対象者（全てを満たすこと）
・石川県漁業協同組合能都支所または小木支所の組合員
・能登町に住所地を有し漁業を営む個人または事業所の本拠地を置き漁業を営む法人
・平成 31 年 1 月～令和元年 12 月の水揚げ金額が 200 万円以上
・令和 2 年 1 月～令和 2 年 12 月のいずれかひと月の水揚げ　　　
   金額が前年同月と比べて 20％以上減少

・町税等の滞納がない

○給付金額
　水揚げ金額に応じて 10 万円～ 100 万円

※大敷網組合等は 1 法人とみなします。
※申請受付は組合員登録をしている漁協各支所で行います。

◇漁業継続支援緊急対策事業◇漁業継続支援緊急対策事業

問農林水産課☎ 62-8524

◆民間宿泊施設
魅力向上支援事業

問ふるさと振興課☎ 62-8526

■補助対象者
　町内でホテル営業、旅館営業、簡易宿所営業（民宿、
ペンション、ユースホステルに限る）を営む者
■補助対象経費
①施設改修費　建物と一体となった建築工事・改装等

（例）入浴施設整備、ボイラー・温泉用モーター・ろ
　過装置、トイレ洋式化、洗面所や厨房等のリニュー
　アル、喫煙所空間整備、照明 LED 工事、外壁改修、
　看板（英語・中国語表記必須）、客室改装、昇降機、
　LAN 設備、Wifi 環境整備など
②備品購入費　※事業で使う次のものに限る
　ベッド、イス、テーブル、喫煙集塵脱臭機、食洗機、
　合宿利用に必要な洗濯機・乾燥機

■補助金額
　1 施設最大 300 万円（他補助金との重複は不可）
■対象期間
　令和 2 年度内に完了するもの
■その他
　工事や備品購入契約は町内の事業者・店舗と行う
　こと

　多様な宿泊ニーズに対応し、町の魅力を高め
ようとする取組（宿泊施設の改修などの設備投
資）に要する経費の一部を補助します。

本年が
最終年度 !! 

■事業説明会開催のお知らせ
日時　10 月 13 日㊋　① 9:30 ② 18:00
場所　役場 2 階　里山ホール
　※①、②は同じ内容です。

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、農林水産物の需要低下と、
それに伴う価格下落の影響を受けた農林漁業者の事業継続を支援します。

問ふるさと振興課☎ 62-8526

◇事業継続支援事業◇事業継続支援事業

中小企業・小規模事業者・個人事業者のための

　新型コロナウイルス感染症の長期化により、町民生活や地域経済が大きな影響を受けている
ことから、令和 2 年 6 月 15 日から実施している「能登町事業継続支援事業」の対象期間およ
び受付期間を下記のとおり延長します。
　中小企業・小規模事業者・個人事業者の方でまだ申請されていない場合は、ふるさと振興課
までお願いします。

対象期間 　令和 2 年 3 月～ 7 月 　令和 2 年 3 月～ 12 月

受付期間 　令和 2 年 9 月 30 日まで 　令和 3 年 2 月 1 日まで

申請期間延長！
令和 3 年 2 月 1 日まで

※売上が減少している町内の中小企業および個人事
業者の事業継続の支援を行うため、給付金を交付し
ています。国の持続化給付金を受けた者も対象です。

○給付金額　個人事業者　10 万円　中小企業・小規模事業者　20 万円
　　　　　　※ 1 事業者 1 回限り
　詳しくは、町ホームページまたは、広報のと 7 月号をご覧ください。

問ふるさと振興課☎ 62-8526

■参加店舗説明会
日時　10 月 9 日㊎ 15:00 ～
場所　役場（第 1・2 研修室）／内浦総合支所（会議室１）
　　　／柳田公民館
■参加対象者　能登町内の飲食店
■募集期間　10 月 1 日㊍～ 30 日㊎
■参加店舗負担金　　無料

　コロナ禍による外食自粛の影響により、売上が減少してい
る飲食店とタクシー会社へ誘客するイベントを開催します。
現在、参加していただける店舗様を募集中です。
　参加店舗説明会を開催しますので、ぜひご参加ください。

バル・タクイベント開催（令和 3 年 1 月 15 日㊎～ 2 月 14 日㊐）

■バル・タクイベントって？
①バルチケット（飲食チケット 1,000 円× 4 枚
綴り＋タクシー利用券 1,000 円× 2 枚綴り）を
4,000 円で購入します。
②参加店舗でチケットを 1 枚出すとドリンク
＆フードのバル特別メニューが楽しめます。
③タクシー利用券を使ってはしごして、気にな
るいろんなお店を食べ・飲み歩きましょう。

「がんばれ !! 能登町プレミアム付商品券・飲食券」 　「がんばれ !! 能登町プレミアム付商品券・飲食券」 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引換期間は今月中です！引換期間は今月中です！

　新型コロナウイルス感染症の経済対策として、町民の家計支援を行うとともに、地域
経済の回復を目的に発行している商品券・飲食券の引換は 10 月 30 日㊎までです。
　購入引換券は、10 月 31 日以降は無効となりますので、購入を検討
されている方はお早めにご購入下さい。
　詳しくは、町ホームページまたは、広報のと 9 月号
をご覧ください。

絶賛
販売中！

問能登町バル・タクまつり実行委員会事務局
（ふるさと振興課内）☎ 62-8526　FAX62-8507

一緒に盛り上げてくれる一緒に盛り上げてくれる
飲食店飲食店を募集します！を募集します！



【歳入総額】
202億

2930万円

【歳出総額】
197億

1699万円
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【用語解説：歳入編】

町税：町民税、固定資産税など、皆さんが納めた税金

繰入金：町の基金からの繰入金 

諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない収入

地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべての地方公

共団体が一定水準の行政サービスを提供できるようにするため

に、国が地方公共団体の一般財源として配分する税

国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県からの補助金

など

寄付金：個人・団体から町への寄付金。※ふるさと納税を含む

町債：資金調達のための長期借入金

【用語解説：歳出編】

人件費：議員報酬、各種委員報酬、非常勤職員報酬、特別職

給与、職員給、市町村職員共済組合負担金など

扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児童福祉法、

老人福祉法等に基づき、生活を維持するために支出される経

費や各種扶助の経費

公債費：町債の元利償還金及び一時借入金利子の合算額

普通建設事業費：道路、学校等公共用または公用施設の建設

事業に要する経費

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の消費

的性質の経費の総称。※需用費（消耗品等）、役務費（郵便料、

火災保険の保険料等）、備品購入費など

維持補修費：道路補修や建屋の小修繕など、本体の維持管理

や現状復旧に要する経費

補助費：各種団体への補助金や、奥能登クリーン組合や宇出

津総合病院への負担金など

積立金：町の基金への積立金

繰出金等：一般会計と特別会計または、特別会計相互間で支

出される経費

令和元年度の主な事業と決算額

  誰もが住みたいと感じる地域が一体となったまちづくり

・道路整備事業（国庫補助事業分）※

・道路橋梁新設改良事業（第二城都橋）
・町野川洪水ハザードマップ更新業務
・駅山手線街路整備事業 ※
・小木地区都市再生整備事業 ※

・のと里山空港利用促進事業

7 億 7489 万円
1 億 2807 万円

310 万円
1 億 2123 万円
8 億 2012 万円

2757 万円

  地域の魅力を生かしたしごとづくり

  健康で心に豊かさを持てる人づくり

・配食サービス運営事業
・こどもみらいセンター外壁改修事業
・予防接種事業（風疹予防接種無償化等）
・次世代育成支援対策事業
・観光施設喫煙室設置事業

1754 万円
1461 万円
3771 万円

197 万円
908 万円

  地域を通して共に学び、まちの未来を担う人づくり

・海洋教育研究センター整備事業 ※
・能登高等学校魅力化事業
・小学校大規模改造事業（空調）※

・秋吉公民館改修事業（アマメハギ伝承館）
・三波公民館建設事業
・アスリート強化支援事業

3319 万円
4847 万円

1 億 4649 万円
994 万円

1819 万円
41 万円

  地域の絆を深め、住み続けたくなるまちづくり

・定住促進事業
・定住促進助成金
・のと未来会議
・創生総合戦略更新事業
・比那集会所整備事業
・集会施設空調設備設置補助事業　　

4027 万円
190 万円

79 万円
572 万円

4111 万円
145 万円

  わかりやすい行財政と情報の共有によって、つながるまちづくり

・新統合庁舎整備事業
・柳田総合支所整備事業
・内浦総合支所整備事業
・有線放送整備事業

17 億 4136 万円
2 億 5089 万円
6 億 2085 万円
9 億 5261 万円

　　歳出（目的別）の状況

総務費 人事・企画・戸籍・統計・税務など他
部門に計上されない費用 49億5144万円

民生費 児童・高齢者・障害者などの福祉の費用 27億6530万円

衛生費 ごみ・し尿処理、予防接種などの費用 14億2750万円

農林水産業費 農林水産業の振興などの費用 9億5350万円

商工費 商工業の振興、観光施設などの費用 4億2983万円

土木費 道路、河川、公園などの費用 26億770万円

消防費 消防、救急活動の費用 5億5541万円

教育費 小・中学校、公民館などの費用 16億666万円

公債費 金融機関等からの借入金の返済費用 40億2335万円

その他 議会、労働、災害復旧などの費用 3億9630万円

　　一般会計決算の状況（財源・性質別）

【用語説明】

自主財源：町が自主的に収

入できるお金

依存財源：国・県からの交

付金や町債（長期借入金）

義務的経費：支出が義務付

けられ、任意に削減できな

い経費

投資的経費：建設工事など

に要する経費

○歳入総額

202億2930万円

○歳出総額

197億1699万円

○翌年度繰越

9285万円

○実質収支

（黒字）4億1946万円

　　決算額の年度推移

令和元年度

決算報告 行政活動のためのお金がど
こから来て何に使われたか、
令和元年度決算について、
そのあらましを公表します。

町税（8.2％）
16億5077万円

繰入金・繰越金（11.9％）
24億586万円 寄付金（1.0％）

2億148万円
諸収入（0.3％）
6995万円

その他（2.5％）
5億8万円
(使用料・手数料など)

地方交付税（35.0％）地方交付税（35.0％）
71億345万円71億345万円

町債（25.8%）
52億1310万円

国庫支出金（8.6％）（8.6％）
17億3615万円円

県支出金（3.9%）
7億8969万円

その他（2.8％）
5億5877万円(地方譲与税など)

人件費（9.7％）
19億2016万円扶助費（5.6％）

11億1364万円

公債費（20.4％）
40億2335万円

普通建設事業費（32.7％）
64億3034万円

災害復旧事業費
（1.3％）

2億5974万円

物件費（9.7％）（9.7％）
19億1307万円19億1307万円

維持補修費（1.0％）
1億9189万円 補助費等（10.2%）

20億707万円
積立金（0.5%）1億600万円

繰出金等（8.3%）
16億3734万円

その他（0.6%）
1億1439万円

義務的義務的
経費経費

（35.8%）（35.8%）

投資的投資的
経費経費

（33.9%）（33.9%）

その他その他
経費経費

（30.3%）（30.3%）

依存財源依存財源
（76.1%）（76.1%）

自主財源自主財源
（23.9%）（23.9%）

・鳥獣被害防止対策事業
・スマート農業推進事業
・県営ほ場整備事業 ※
・森林環境譲与税事業
・漁船特殊保険加入支援事業
・観光情報発信事業
・のと九十九湾観光交流センター費　

2098 万円
50 万円

1 億 608 万円
520 万円

50 万円
1243 万円
3339 万円

  自然環境との絆を大切にしたまちづくり

・天皇陛下御在位 30 年記念植樹 29 万円

約 197 億

約 202 億

約 152 億

約 165 億
約 166 億

約 184 億

約 147 億

約 161 億
約 162 億

約 179 億

H27 H28 H29 H30 Ｒ 1
（年度）

（億円）
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■ ■
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◆

◆200
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※印は H30 年度からの繰越事業費を含む
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財政指標から見る能登町の財政状況

財政指標 Ｒ元指数 健全 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － % 0％ 13.61% ～ 20% ～

（一般会計等の赤字割合） 　★

連結実質赤字比率 － % 0％ 18.61% ～ 30% ～
（全会計の赤字割合） 　★

実質公債費比率 9.3% 0％ 25% ～ 35% ～
（借金の実質負担割合）     ★

将来負担比率 94.7% 0％ 350% ～
（実質的負債の割合）       ★

経常収支比率 91.6% 明確な基準はないが、この比率が高いほど行財政運営の自由度が下がる。

※ 100％で完全に硬直化（財政の弾力性）

※表中の★は能登町の指数位置を表す　※早期健全化基準超…財政状況「黄信号」 　※財政再生基準超…財政状況「赤信号」

　　特別会計決算の状況
区　分 歳　入 歳　出 差 　引 

国民健康保険 ( 保険事業勘定 ) 23 億 6351 万円 23 億 4196 万円 2155 万円

国民健康保険 ( 直営診療施設勘定 ) 482 万円 482 万円 －万円

後期高齢者医療 3 億 2298 万円 3 億 2298 万円 －万円

介護保険 27 億 5538 万円 27 億 2136 万円 3402 万円

下水道事業 10 億 9600 万円 10 億 5201 万円 4399 万円

　　企業会計決算の状況
区　分 収　入 支　出 収　支

水道事
業会計

収益的収支 7 億 6054 万円 7 億 5700 万円 354 万円

資本的収支 6 億 5491 万円 10 億 7118 万円 △ 4 億 1627 万円

病院事
業会計

収益的収支 23 億 3303 万円 22 億 8044 万円 5259 万円

資本的収支 4 億 5216 万円 5 億 7221 万円 △ 1 億 2005 万円

　　基金の状況（令和元年度末残高）

【基金の目的】
財政調整基金：地方財政法の規定に基づき、長期にわたる財政

の健全な運営に資するために設置する

減債基金：町債の償還に必要な財源を確保し、翌年度以降の財

政の健全な運営に資するために設置する

合併振興基金：合併に伴う地域の振興及び住民の一体感の醸成

に資すると認められる事業の財源

庁舎建設基金：能登町庁舎建設資金の財源確保

過疎地域自立促進特別事業基金：能登町における過疎地域の自

立促進を図るための事業費用に充てる

墓地公園管理基金：能登町が運営する墓地公園の管理に必要な

資金の積み立て

土地開発基金：公用もしくは公共用に供する土地又は公共の利

益のために取得する必要のある土地をあらかじめ取得し、事業

の円滑な執行を図るための財源

奨学資金基金：能登町における有為の人材を育成するため、高校・

大学等に在学する者へ奨学金貸与をする際の財源

防災対策基金：地震や風水害など、あらゆる自然災害、人為的

災害等から町民の生命と財産を守るとともに、災害予防対策及

び復興支援対策等を円滑に推進するための経費に充てる

地域医療対策基金：地域における医療の確保や、医療機能の強化、

医師・看護師の確保等のために実施する事業の財源

ふるさと振興基金：活力ある住みよいふるさとづくりを推進し、

地域の魅力向上を図り、人口減少対策の総合的な推進に資する

ために設置する

【資金不足比率と
経営健全化基準】

　公営事業及び公営企

業（水道・病院）におけ

る資金不足額の事業規模

（事業収入）に対する割

合を「資金不足比率」と

いいます。

　経営健全化基準である

20％を超えると、個別

外部監査契約に基づく監

査が義務づけられます。

　令和元年度決算におい

ては、資金不足比率が生

じた会計はなく、健全段

階にあるといえます。

◆

◆

　人件費や公債費、物件費など経常的な支出に充てられた、
町税や普通交付税などの経常的な一般財源の割合を示す経
常収支比率は、91.6％となり、1.6 ポイント改善しました。
その主な要因は、歳入面における町税や地方交付税の減に
より、分母となる経常一般財源等は 1 億 2044 万円減少し
たものの、歳出面における経常経費全体（分子）において、
除雪費の減少や平成 30 年度に実施した町債の繰上償還な
どが影響し 3 億 3943 万円の減となったことによります。
　町全体の借金（公債費）の実質負担割合を示す実質公債
費比率（3 ヵ年平均）は 9.3％と 1.2 ポイント改善し、町
の一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の負担割合を
示す将来負担比率は、94.7％と14.9ポイント上昇しました。
　令和元年度決算に基づく財政指標は、いずれも早期健全
化基準を下回り、町の財政状況は「健全段階」であると言
えます。しかし、自主財源に乏しく、地方交付税などに依
存する当町の財政は、国の制度改正などに大きく影響を受
ける状況です。地方交付税の合併算定替が令和元年度で終

了したほか、統合行政庁舎・総合支所整備、有線放送再整
備といった大型プロジェクト実施により、将来負担比率へ
の影響がみられるなど厳しい財政状況に変わりはありませ
ん。また、昭和 40 ～ 50 年代に整備した公共施設等の更
新時期にきており、今後はそれらへの投資額が多大になる
ことが想定されます。
　こうしたことから、今後も合併したスケールメリットを
活かし、一つの町として適正な財政規模となるよう行政改
革大綱、定員適正化計画を推進し、事務事業の見直しや行
政組織の改編を実施するほか、公債費負担の低減のため、
積極的な繰上償還を実施します。
　さらに、財政負担を将来世代に先送りせず、持続可能な
まちづくりのため、公共施設そのもののあり方や財政的な
観点を反映した「公共施設個別施設計画」を令和 2 年度中
に策定する予定です。今後直面する施設の老朽化対策とし
て、この計画に基づいた計画的かつ効果的な投資が重要と
なります。

H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ 1

能登町
県平均

能登町
県平均

能登町
県平均

経常収支比率将来負担比率実質公債費比率

93.9%

86.8% 86.6%

91.7%

87.3%

93.2%

91.5%
88.6%

90.1%89.6%

91.6%

92.2%

10.2%

14.5%

12.4%

10.3%
9.7%

10.5%

10.8% 10.7%

9.3%

13.2%
12.2%

11.3%

68.3%
69.9%

64.3%

88.8%

77.5%

79.8%

71.2%
72.2%

64.6%

94.7%

82.1%

81.7%

【財政指標の推移】※各比率のＲ元年度県平均は未公表（9 月 23 日時点）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ 1H25 H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ 1

■

■
■ ■

■

◆

◆

◆
◆ ◆

■■

■

■

■ ■

■◆ ◆

◆

◆

10.5%

61.9%
◆

・介護保険事業特別会計は、令和元年度から勘定を廃止。
・公共下水道事業、農業集落排水事業、漁業集落排水事業、浄化槽整備推進事業
　の各特別会計は、平成 30 年度で廃止し、下水道事業特別会計とする。

財政調整基金
減債基金

合併振興基金
庁舎建設基金

ふるさと振興基金
過疎地域自立促進特別事業基金

防災対策基金
墓地公園管理基金
地域医療対策基金

土地開発基金
奨学資金基金

その他基金

○基金総額
　58億123万円

21 億 984 万円

　 71 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  15 億 6745 万円
　　　　　　　　　　　　　 　9 億 4078 万円
　　 6059 万円
　　　1 億 7088 万円
　　 3195 万円 
　  1500 万円 
　　 5097 万円 
　　  9791 万円 
      2228 万円 
　　　　　　　 　　　　7 億 3287 万円

◆

■
■

■

■ ■

■

◆ ◆

◆

◆
◆

■
92.5%■

■



まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

0809_NOTO＋2020.10

　

販
路
開
拓
や
業
務
効
率
化
を
図
る
際
に
、

Ｉ
Ｔ
を
手
段
に
す
る
難
し
さ
に
つ
い
て
着

目
。「
Ｉ
Ｔ
導
入
の
壁
」
を
テ
ー
マ
に
、 

パ
ネ

リ
ス
ト
の
Ｉ
Ｔ
導
入
事
例
を
掘
り
下
げ
な
が

ら
、
一
歩
踏
み
出
す
コ
ツ
、
効
果
と
コ
ス
ト
、

リ
ス
ク
対
応
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す 

。

○
日
時　

10
月
7
日
㊌　

15
時
～
16
時
30
分

○
会
場　

役
場
2
階　

里
山
ホ
ー
ル

○
内
容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン  

他

　
　

テ
ー
マ
「
Ｉ
Ｔ
導
入
の
壁
」

・
パ
ネ
リ
ス
ト　

ふ
く
べ
鍜
冶 

㈹
干
場
健
太

　

朗
氏
／
数
馬
酒
造
㈱ 

㈹
数
馬
嘉
一
郎
氏

　

／
ひ
ら
み
ゆ
き
農
園 

㈹
平
美
由
記
氏

・
モ
デ
レ
ー
タ
ー　

ア
イ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　

㈱ 

代
表
取
締
役　

福
島 

健
一
郎
氏

○
対
象　

町
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
個
人

　

も
し
く
は
団
体
ま
た
は
中
小
事
業
者

○
参
加
費　

無
料　

○
定
員　

20
人

○
申
込　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
事
業

　

所
名
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
パ
ネ
リ
ス
ト

　

に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を
記
入
し
、
10
月

お
知
ら
せ

第
5
回
能
登
町
Ｉ
Ｔ

　
　
　

導
入
活
用
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

5
日
㊊
ま
で
に
ふ
る
さ
と
振
興
課
へ

　

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
8
５
２
６

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
8
５
０
７

　

町
農
業
委
員
会
で
は
11
月
に
か
け
て
、
農

地
利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
1
年
以
上
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
土
地
の
有
無
を
調
べ
る
も
の
で
、
農
地
法

第
30
条
に
基
づ
き
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
23
人
い
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
す
べ
て
の
農
地
を
巡
回
し
ま
す
。

　

調
査
を
行
う
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
が

発
行
し
た
身
分
証
明
書
や
腕
章
を
持
っ
て

い
ま
す
。
農
地
の
所
在
を
尋
ね
る
こ
と
や
、

農
道
や
農
地
に
入
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
（
62
）
８
５
１
8

お
知
ら
せ

農
地
利
用
状
況
調
査
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

8
月
7
日
に
穴
水
町
の
の
と
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
県
農
業
会
議
主
催
の
農
業

委
員
会
研
修
会
・
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

が
開
か
れ
、
町
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
計
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
農
業

ニ
ュ
ー
ス

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
向
け
て

　
　
　

農
地
利
用
の
課
題
を
共
有

　

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
年
金
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
相
談
や
年
金
請
求

の
お
手
続
き
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
の
際
に
は

事
前
の
ご
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時

　

10
月
21
日
㊌
午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
場
所　

役
場
1
階　

相
談
室

○
予
約
・
問
合
わ
せ
先　

住
民
課
年
金
係

　

☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

社
会
保
険
労
務
士
の

　
　
　
　
　
　
　

無
料
年
金
相
談

　

空
港
周
辺
で
は
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
・
ラ
ジ
コ
ン
機
な
ど
）
の
飛
行
が
、
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
行
さ
せ
た
い
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
の
許

可
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
国
土
交
通
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
・
ラ
ジ
コ
ン
機
等
）
の
飛
行
ル
ー
ル
」
を

お
知
ら
せ

能
登
空
港
周
辺
で
の

　

無
人
航
空
機
の
飛
行
に
つ
い
て

　

工
事
期
間
中
は
、
騒
音
な
ど
の
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
解
体
に

伴
い
大
型
重
機
で

の
作
業
や
工
事
車

両
の
出
入
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
付

近
を
通
行
さ
れ
る

場
合
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
工
事
期
間　

　

令
和
2
年
9
月

下
旬
～
令
和
3
年

3
月
下
旬

○
施
工
業
者

　

鼎
・
鈴
平
建
設
工
事
共
同
企
業
体　

　

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
8
５
２
６

お
知
ら
せ

旧
役
場
庁
舎
の

　
　
　

解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
す

お
知
ら
せ

河
川
で
サ
ケ
を
捕
ら
な
い
で

　

河
川
で
の
サ
ケ
の
捕
獲
は
、
水
産
資
源
保

護
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す

る
と
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

産
卵
の
た
め
、
生
ま
れ
た
川
に
帰
っ
て
き

た
サ
ケ
の
資
源
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　

問
県
水
産
課
企
画
流
通
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
６
５
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
お
よ
び
参
加
者
の
安
全
を
考
慮
し
、

例
年
実
施
し
て
い
る
年
末
調
整
説
明
会
の
開

催
を
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

年
末
調
整
に
関
す
る
各
種
情
報
に
つ
い
て

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
年
末
調
整

特
集
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

従
来
か
ら
年
末
調
整
等
説
明
会
で
放
映
し
て

い
る
年
末
調
整
に
関
す
る
動
画
を
国
税
庁
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
（
Ｗ
ｅ
ｂ-

Ｔ
Ａ
Ｘ-

Ｔ
Ｖ
）に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
輪
島
税
務
署

☎
０
７
６
８
（
22
）
２
２
４
１

お
知
ら
せ

年
末
調
整
説
明
会
の

　
　
　
　
　
　

 

中
止
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

障
害
の
あ
る
方
へ
の

各
種
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

身
体
・
知
的
・
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
は

障
害
者
手
帳
の
交
付
、
障
害
者
手
当
、
医
療

費
の
助
成
な
ど
各
種
福
祉
制
度
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
や
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

利
用
中
の
医
療
機
関
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、
ま
た
は
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
障
害
の
程
度
・
所
得
制
限
な
ど
に
よ
っ
て

　

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

問
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
１
５

遊休農地での菜の花栽培について
発表する谷口会長（中央）

お
知
ら
せ

創
業
の
夢
を
か
な
え
よ
う

「
創
業
塾
」を
開
催
し
ま
す

　

創
業
す
る
方
や
創
業
し
て
間
も
な
い
方
な

ど
に
と
っ
て
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
、
事
業
の
成
功
率
を
高
め

ま
す
。

　

創
業
塾
で
は
、
創
業
開
始
に
向
け
て
の
心

構
え
や
手
続
き
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

す
る
と
と
も
に
、
経
営
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
労
務
・
財
務
の
基
礎
知
識
お
よ
び
創

業
の
成
功
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。　

○
対
象
者　

創
業
予
定
の
方
、
創
業
し
て
間

　

も
な
い
方
、
既
に
創
業
し
て
い
る
方
で
基

　

礎
知
識
を
習
得
し
た
い
方
な
ど

○
日
時
・
内
容
　

　

午
後
2
時
～
午
後
４
時
（
全
4
回
）

○
会
場　

能
登
町
商
工
会　

本
所　

※
講
座
は
能
登
町
創
業
支
援
等
事
業
計
画

　
（
経
済
産
業
省
・
総
務
省
・
北
陸
農
政
局

　

認
定
）
の
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」
に

　

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
４
講
座
す
べ
て

　

に
参
加
さ
れ
た
受
講
者
は
①
会
社
設
立
時

　

の
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置
②
創
業
関
連
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第３次能登町行政改革大綱の実績

項目名 効果額
１　行政サービスの向上 735 千円

行政情報等の配信サービス 735 千円
２　事務事業の改善・効率化　 177,110 千円

病院改革プランの推進 22,718 千円
事務機器の適正配置 94 千円
他事業との連携による工事発注の実施 300 千円
下水道接続推進事業 1,693 千円
定員管理の適正化（普通会計） 130,443 千円
定員管理の適正化（特別会計） 21,862 千円

３　収入確保・健全な財政運営 48,231 千円
町税の徴収率の向上 34,985 千円
基金の効率的な運用 11,029 千円
遊休財産の有効活用と適正管理 2,217 千円

　第 3 次行政改革大綱および実施計画（５年
計画）では、『①行政サービスの向上』、『②事
務事業の改善・効率化』、『③収入確保・健全な
財政運営』を基本目標としていました。
　最終年度となる、令和元年度の取組みは右表
のとおりです。

■能登町行政改革推進委員会

　行政改革を着実に推進するため、調査審議する機関
として外部で組織する能登町行政改革推進委員会を設
置しています。
　8 月 19 日、7 人の皆さんに委嘱状を交付した後、行政改革の内容について審議しました。
任期は 3 年間となります。
＜委員＞中山満子（会長）、山根義昭（職務代理）、
　　　　山本勉、鍛治錬太郎、矢後源治、本谷和一、濵髙康雄

問総務課☎ 62-8532契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
8月15日～9月14日

件名　　 場所 担当課 契約額 落札者

令和 2 年度　旧内浦クリーンセンター解体工事 越坂 住民課 313,500,000 円 宮下・西中  特定建
設工事共同企業体

令和 2 年度　役場跡地整備事業　旧役場庁舎解
体工事　 宇出津新 ふ る さ と 振

興課 294,800,000 円 鼎・鈴平 特定建設
工事共同企業体

令和 2 年度　能登町立三波公民館建設工事
( 建築） 波並 教 育 委 員 会

事務局 89,947,000 円 須美矢建設㈱

令和 2 年度　高度浄水施設等整備費　矢波浄水
場機械設備工事 矢波 建設水道課 566,500,000 円 ㈱柿本商会

能登町立柳田小学校及び柳田中学校スクールバ
ス　管理運行業務委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 68,349,600 円 ㈲能登交通

能登町立能都中学校スクールバス　管理運行業
務委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 22,572,000 円 ㈱恋路観光バス

能登町立松波小学校スクールバス　管理運行業
務委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 25,938,000 円 ㈱恋路観光バス

能登町立宇出津小学校スクールバス　管理運行
業務委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 19,522,800 円 ㈲能登交通

能登町立鵜川小学校スクールバス　管理運行業
務委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 17,820,000 円 ㈱恋路観光バス

令和 2 年度　能登町特定環境保全公共下水道事
業（宇出津処理区）　下水道施設　電気設備更
新工事

宇出津新港 建設水道課 7,975,000 円 ㈲能登電業社

令和 2 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　
水道施設等耐震化事業　配水管布設替工事

（その 1　松波）
松波 建設水道課 8,525,000 円 ㈲和光建設

令和元年度　地方創生道整備推進交付金事業町
道 2 級柳田 1 号線　道路改良工事　その 3 柳田 建設水道課 23,430,000 円 北能産業㈱

令和 2 年度　道路メンテナンス事業　町道 1 級
鴨川上長尾 1 号線（孫三橋）　A1 橋台撤去新設
工事

上長尾 建設水道課 42,130,000 円 柳田建設㈱

令和 2 年度　能登町立三波公民館建設工事
（電気設備） 波並 教 育 委 員 会

事務局 14,135,000 円 ㈲奥野電気商会

令和 2 年度　能登町立三波公民館建設工事
（機械設備） 波並 教 育 委 員 会

事務局 13,860,000 円 ㈱三宅配管

令和 2 年度　浄化槽市町村整備推進工事
（その 10　九里川尻） 九里川尻 建設水道課 7,161,000 円 梶設備㈱

令和 2 年度　能登町特定環境保全公共下水道事
業（宇出津処理区）　下水道施設　電気設備更
新工事（その 2）

藤波 建設水道課 14,393,500 円 ㈲信田住設

令和 2 年度　社会資本整備総合交付金事業　能
登町道路防災点検業務（能都地区） 管内 建設水道課 5,104,000 円 国際航業㈱  金沢

営業所
令和 2 年度　社会資本整備総合交付金事業　能
登町道路防災点検業務（内浦地区） 管内 建設水道課 5,500,000 円 五大開発㈱

令和 2 年度　社会資本整備総合交付金事業　能
登町道路防災点検業務（柳田地区） 管内 建設水道課 5,456,000 円 ㈱エオネックス

令和 2 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　
水道施設等耐震化事業　配水管布設替工事

（その 2　越坂）
越坂 建設水道課 21,230,000 円 ㈱西中建設

令和 2 年度　八ノ田地内　配水管布設工事 瑞穂 建設水道課 6,369,000 円 山本鉄工所

問企画財政課
☎62-8535

◆第４次能登町行政改革大綱
　「町民協働のまちづくりと持続可能
　  な行政運営の推進」

　第３次能登町行政改革大綱が令和元年度で終
期を迎えたことから、第４次能登町行政改革大
綱およびアクションプランを策定しました。
　第４次の推進期間は、令和 2 年度から 7 年
度までの 6 年間とし、『①持続可能性を確保し
た財政運営』、『②事務事業の見直し』、『③公共
施設の総合管理』、『④行政サービス等の向上』
の４つの基本方針により取組みを行います。

　10 月 1 日から「赤い羽根共同募金」が始まります。
　赤い羽根共同募金は、子どもたち、高齢者、障がい者など
を支援するさまざまな福祉活動に役立てられます。
　お寄せいただいた募金は、町の地域福祉の充実のために使
われています。今年もよろしくお願いします。

（公募）共同募金助成金交付事業
　能登町共同募金委員会では、福祉団体や地域を良くしていこ
うと活動するボランティア団体等を支援するために、
助成を希望する団体を募集しています。
助成対象　町内で福祉活動を行う団体
募集期間　10 月 1 日㊍～ 11 月 30 日㊊
問能登町共同募金委員会（社会福祉協議会内）☎ 72-2322

　赤い羽根共同募金にご協力を
　10月1日～12月31日 　

1 等・前後賞合わせて　5 億円
　1 等 3 億円　前後賞各 1 億円
　2 等 500 万円
☆ 「ハロウィンジャンボミニ」も同時発売
　1 等 1,000 万円
発売期間　9 月 23 日㊌～ 10 月 20 日㊋
抽選日    　10 月 27 日㊋
　この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよい
まちづくりや福祉の向上
のために使われます。
問 ( 公財 ) 石川県市町村
　振興協会☎ 076-220-2072

ハロウィンジャンボ宝くじ発売！ハロウィンジャンボ宝くじ発売！



能登柳田店の高橋さん（左）と岡田さん

ファミリーマート能登柳田店に感謝状

　8 月 17 日、特殊詐欺被害を未然に防いだ、ファミリー
マート能登柳田店の従業員の高橋陽悠さんと店舗責任
者の岡田一郎さんに感謝状が贈られました。高橋さん
は、7 月に、電子マネーカードを購入しようとしてい
た来店者に声を掛け、来店者が珠洲警察署に通報した
ことで被害の防止につながりました。柳田店では 4 月
にも被害を防止しており、高橋さんは「これからもお
かしいと思った時には声掛けしたい」と語りました。

感謝状を手にする藤田組合長

JAおおぞら　生徒に元気を

能都RC　無事故願い 花束を受け取り笑顔の山下さん

100 歳ご長寿

　9 月 10 日、小木の山下靜子さんが 100 歳を迎え、
入所している介護老人福祉施設こすもすで、町長から
長寿祝い状と花束を受け取りました。
　趣味は読書で、お寿司と甘酒がお好きだそうです。
長生きの秘訣を伺うと笑顔とともに「のほほん」と返っ
てきました。この日は、少し緊張した様子でしたが、
普段は穏やかに過ごしており、スタッフの皆さんに祝
福され喜びの表情を見せていました。

　9 月 17 日、奉仕の精神を持って地域社会への貢献
を目指して活動を行なっている能都ロータリークラブ
が、宇出津地内でカーブミラー清掃活動を行いました。
　会員の他、商工会・興能信用金庫職員ら約 30 人が
参加し、6 班に分かれて 73 箇所を清掃しました。
　高田貞夫会長は、長年続けている活動に「地域の皆
さんに、きれいになって見やすくなったと言ってもら
えると嬉しい」と話しました。

　 9月1日、ＪＡおおぞらより、楽器9点の寄贈がありま
した。藤田繁信組合長らが役場を訪れ、持木町長に目録
を手渡しました。これを受け、町からは感謝状の贈呈を
行いました。寄贈された楽器はクラリネットやアルト
サックス、トランペットなどで、能都中学校、柳田中学
校、小木中学校の吹奏楽部で活用されます。藤田組合長
は「コロナで大変な中、明るく楽しく学校生活を送って
ほしい」と語りました。

 掛けで特殊詐欺被害防ぐ声

内3中学校に楽器寄贈

 つまでもお元気でい

 ーブミラー清掃活動カ

　9 月 8 日、柳田地区防犯委員会と能登警察署が、柳
田保育所を訪れ、園児らにスズムシの入った虫かごと
防犯グッズを贈りました。
　2 個の虫かごには防犯への意識を高めてもらうため
の標語が書かれたシールが貼られ、委員会で育てたス
ズムシがそれぞれ 8 匹ずつ入っています。子どもたち
は、興味津々といった様子でのぞき込み、スズムシの
鳴き声に耳を澄ませていました。

 柳田地区防犯委員会

ズムシと防犯グッズ贈呈ス

贈られた虫かごをのぞき込む園児ら

　こどもみらいセンターでは、小学生を対象とした「ご
いた教室」が開かれています。ごいたは、2 人ペアで
対戦するゲームで宇出津地区で 100 年以上前から親し
まれています。ごいた保存会の佐野理事長が講師とな
り、点数の数え方やルールを学んだ後、グループに分
かれて実際にゲームを楽しみます。多くの児童は初挑
戦ですが、ルール自体は覚えやすく「簡単で楽しい」
と何度も勝負を繰り返していました。

 らいセンターで「ごいた」
ルール覚えて駆け引き楽しむ

み
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ルールを覚えながら「ごいた」を楽しむ児童らカーブミラーを丁寧に磨く会員ら

　8 月 30 日、内浦総合運動場で、第 7 回
能登町紙飛行機大会が行なわれました。　
　この大会は、奥能登初のパイロットであ
る秋吉出身の大場辰男飛行士が能登半島
への郷土訪問飛行を行い、故郷に勇気と感
動を与えた偉業を後世に伝える事業の一
環として、毎年、秋吉公民館が開催してい
ます。
　まずは、紙飛行機を作ります。参加者は
互いに教え合いながら、自分だけの紙飛行

機を作り上げました。
　紙飛行機が完成すると、いよいよ競技開始です。ゴ
ムを使って飛ばし、滞空時間を競います。上手く飛ば
すためには、発射するときの角度やゴムを引く力など
に気をつけなければいけません。
　今年は青空の下、5 歳から 81 歳までの 40 人が参加。
一般の部では 30 秒を超える記録が続出し、大人も子ど
もも童心に返り、夢中になって楽しんでいました。　

作った紙飛行機を手に全員で記念撮影

大人も夢中。出るか？大記録！

空に向かって飛ばせ！
秋吉公民館で紙飛行機大会

町

大
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続続☆☆星星ののささやきささやき 「火星が見頃」「火星が見頃」 問星の観察館「満天星」問星の観察館「満天星」
☎ 76-0101☎ 76-0101

まったためです。現在の火星の表面は乾いて
いますが、40 億年前は表面の 2 割ほどは海が
あったと考えられています。その頃の火星は、
今より青っぽく夜空に輝いていたのかもしれ
ません。

　秋の夜空で火星が見頃を迎えています。夜 8・
9 時の東の空、ひときわ明るく輝く赤っぽい星
が火星です。「あの赤い星は何だろう？」と気
づいた方もいらっしゃるのではないでしょう
か。
　火星は、地球の 1 つ外側を回っている惑星
です。約 2 年 2 か月ごとに地球と火星は隣り
合い、接近します。最接近時の地球と火星の距
離は接近ごとに異なり、約 5600 万 km から約
1 億 km と幅があります。今回は約 6200 万 km
まで接近します。大接近というほどではあり
ませんが、準大接近といってもいいでしょう。
10 月の間は、マイナス 2 等台ととても明るく
見えます。
　火星が赤く見えるのは、燃えているわけでは
なく、表面の岩石に含まれる鉄分が錆びてし
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の
と
ち
ょ
う

の
と
ち
ょ
う

　　

  　
　
　

と　
　

　
　
　

と　
　

        

の
ト
ビ
ラ

の
ト
ビ
ラ

歴
史
歴
史        

文
化
文
化

　

五い
か
り
じ
ょ
う
し

十
里
城
址
（
町
指
定
文
化
財
）
は

通
称
「
城
の
つ
む
り
」
と
呼
ば
れ
、
町

野
川
右
岸
の
丘
陵
先
端
に
位
置
し
ま

す
。
ほ
か
に
、城
の
北
側
を「
城
の
腰
」、

南
側
に
は
城
尾
家
が
あ
り
、
五
十
里

上う
わ
ん
に
ゃ

之
屋
周
辺
に
は
兵
士
の
風
呂
場
が

あ
っ
た
場
所
な
ど
の
伝
承
が
残
さ
れ
て

■ 

五
十
里
城
址

い
ま
す
。

　

城
主
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
録
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、天
正
４
年
（
１
５
７
６
）

上
杉
謙
信
の
能
登
侵
攻
に
同
行
し
た
家

臣
嶋し
ま
く
ら
ま
ご
さ
え
も
ん
や
す
あ
き

倉
孫
左
衛
門
泰
明
が
築
城
し
、
町

野
川
流
域
の
穀
倉
地
帯
を
支
配
す
る
拠

点
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
嶋
倉

は
天
正
5
年
（
１
５
７
７
）
11
月
に
、

謙
信
か
ら
能
登
町
内
の
う
ち
鶴
町
・
大

箱
を
領
地
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
城
と
の
関
係
は
不
明
で
す
。

　

城
の
立
地
と
し
て
は
、
川
と
そ
の
横

を
通
過
す
る
道
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
位
置
に
築
か
れ
て
い
る
た
め
、
軍
事

的
な
目
的
で
築
か
れ
た
と
す
る
と
、
奥

能
登
の
内
陸
交
通
を
監
視
す
る
目
的
で

城
が
置
か
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問教育委員会事務局
　　　  ☎ 62-8537

そ
の
十
八    

　　　　五十里城址

　頂上部は標高 122 ｍ、町野川沿いを走る県道からの比高差は５3 ｍである。独立した丘で、頂上部

は平らな平坦地となり、城の中心部である主
しゅくるわ

郭と推測されている。川を望む南西急斜面を除く 3 方向

には、帯
お び く る わ

曲輪や腰
こ し く る わ

曲輪と呼ばれる細長い平坦地が二重三重に設けられている。また、主郭へ進入する

道の脇には腰曲輪が設けられ、守備が固められている。城址の 3 方向を取り囲むように所在する上之

屋、中之屋集落へ上がるためには急な坂道を上る必要があり、大変堅固な城であったことがうかがえ

る。昭和 39 年 11 月に柳田村指定文化財となった。
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のと海洋ふれあいセンター　ヤドカリ学級のと海洋ふれあいセンター　ヤドカリ学級

魚釣り魚釣りにチャレンジ！にチャレンジ！

日　時　10 月 18 日㊐　13:30 ～ 15:30

定　員　10 名ほど（事前にお申込みください）
対　象　どなたでも参加できます。小学校低学年
　　　　以下の場合は保護者同伴でお願いします。
場　所　のと海洋ふれあいセンター
　　　　海の自然体験館、磯の観察路
持ち物　動きやすい服装、着替え、長靴など
　　※マスクの着用をお願いします。マスクは各自
　　　ご持参ください。
費　用　無料（高校生以上は入館料 210 円が必要）

申込先・詳しくは
問のと海洋ふれあいセンター
☎ 74-1919、FAX74-1920
E-mail：nmci@notomarine.jp

　秋の海はいろいろな種類の魚たちを観察することがで
きる、もっともにぎやかな季節です。竹ざおと簡単な「し
かけ」で魚を釣ります。釣れた魚の解説も行います。

　町監査委員に辞令を交付

うみとさかなの科学館
☎ 62-4655■今月の教室

　ハロウィン工作
 　小さな魔女の
　　　　 帽子だよ！

　時間  09:30 ～ 11:00

　　　  13:00 ～ 15:30

　費用　無料　　休館日    毎週月曜日　

◆工作教室は小学生以上が対象です。未就学児

　は保護者が付き添い、一緒に作ってください。
※新型コロナ対策として、参加人数の制限をしています。

■企画展　錦
にしきごい

鯉を飼ってみよう！

のと里山空港イベント

■ 11 日㊐　
　のっぴーグラスづくり
　　「アマビエのっぴー」と
　　　　　　12 種類の絵柄　

　時間　10:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00
　場所　空港 4 階　生涯学習センター
　費用　無料　一家族 1 個程度、限定 50 個。

◆参加事前予約を受付しますので電話にてお申込み
　ください。

■ 25 日㊐　おらが故郷　お国自慢
　大河流寛椿会による日本舞踊
　時間　14:00 ～   　
　場所　のと里山空港 2 階ロビー
　協力　能登町　   ※マスク着用でご来場ください。

■ 11 日㊐　のと里山空港「空の日」フェスタ
　【中止】
　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、　
　今年度の「空の日」フェスタは中止します。

のと里山空港賑わい創出実行委員会
　　　　　　　　☎ 0768-26-2303

1 人につき 2 匹のニシキ

ゴ イ の 稚 魚 を プ レ ゼ ン

ト！おうちでコイの飼育

と観察をしてみよう！

　期間　10 月 3 日㊏～ 11 日㊐   ※ 5 日は休館です

　受付時間　9:30 ～ 15:30　

　参加費　無料　　持ち物　不要
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今月の納期　11月2日月
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

１
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

【能登町役場】

〒 927-0492
宇出津ト字 50 番地 1
☎ 62-1000　FAX62-4506
4 階
　議会事務局　☎ 62-8540
3 階
　総務課　　　☎ 62-8532
　　危機管理室☎ 62-8533
　　秘書室　　☎ 62-8534
　企画財政課　☎ 62-8535
　教育委員会事務局
　　　　　　　☎ 62-8537
2 階
　建設水道課　☎ 62-8523
　農林水産課　☎ 62-8524
　農業委員会　☎ 62-8525
　ふるさと振興課
　　　　　　　☎ 62-8526
　　地域戦略推進室
　　　　　　　☎ 62-8527
1 階
　住民課　　　☎ 62-8510
　会計課　　　☎ 62-8511
　健康福祉課
　　医療　　　☎ 62-8512
　　児童福祉　☎ 62-8513
　　健康推進　☎ 62-8514
　　福祉　　　☎ 62-8515
　　包括支援センター
　　　　　　　☎ 62-8516
　　介護保険　☎ 62-8517
　税務課 
　　納税　　　☎ 62-8518
　　収納　　　☎ 62-8519

■柳田総合支所☎ 76-8300
■情報ネットワークセンター
ＣＡＴＶ放送室☎ 76-8301
■内浦総合支所☎ 72-2500
■小木支所       ☎ 74-1111
■鵜川支所　　☎ 67-2221
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議
会

■
第
6
回
能
登
町
議
会
9
月
定
例
会
議

　

第
6
回
能
登
町
議
会
9
月
定
例
会
議
は
、

9
月
7
日
に
開
会
し
、
会
期
を
17
日
ま
で
の

11
日
間
と
定
め
、
報
告
1
件
、
令
和
2
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
13
件
、
令
和

元
年
度
決
算
の
認
定
7
件
が
上
程
さ
れ
、
持

木
町
長
が
提
案
理
由
を
述
べ
、
議
案
は
各
常

任
委
員
会
に
、
決
算
の
認
定
は
設
置
さ
れ
た

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
13
件
は

原
案
の
と
お
り
可
決
。
議
会
提
出
議
案
３
件

が
追
加
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て

い
た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

な
ど
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
7
件
は

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
：
1
件

・
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
能
登
町
の
健
全

　
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に

　
つ
い
て

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
13
件

・
令
和
2
年
度 

能
登
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

　
4
号
）

・
令
和
2
年
度 

能
登
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
令
和
2
年
度 

能
登
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
令
和
2
年
度 

能
登
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
１
号
）

・
令
和
2
年
度 

能
登
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予

　
算
（
第
2
号
）

・
能
登
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　
つ
い
て

・
能
登
町
農
林
産
物
加
工
施
設
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

　
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
2
年
度 

　
旧
内
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
）

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
2
年
度 

　
役
場
跡
地
整
備
事
業 

旧
役
場
庁
舎
解
体
工
事
）

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
2
年
度 

　
能
登
町
立
三
波
公
民
館
建
設
工
事
（
建
築
））

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■
認
定
：
7
件

・
令
和
元
年
度
能
登
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
能
登
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
能
登
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
能
登
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

　
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
能
登
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
能
登
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の

　
認
定
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
能
登
町
病
院
事
業
会
計
決
算
の

　
認
定
に
つ
い
て

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案
：
３
件

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

　
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税

　
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

・
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
対
策
の
継
続
・

　
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
定
・
持
続
的
運
用
へ
の

　
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

■
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
市
濱
　
等

副
委
員
長
　
𠮷
田
　
義
法

委
員
　
　
　
酒
元
　
法
子
・
小
路
　
政
敏

　
　
　
　
　
馬
場
　
等
・
堂
前
　
利
昭

　町では住民主体のまちづくりを支援するため、平成 8 年度から「公益信託能
登町エンデバーファンド 21」を発足し、ソフト事業やハード事業の助成を行っ
ています。今後、まちづくりを行おうとしている、または、現在しているまちづ
くりを拡大したい団体は応募ください。
○助成対象
　町でまちづくり活動に取り組むグループに対し、企画内容に応じて助成します。
なお、助成先の選定や助成金額の決定は、学識経験者等で構成される運営委員会
の審議・助言を受けて行われます。
○助成の事業内容
　まちづくり活動の調査研究や環境保全、地域振興・観光振興のための整備等
○助成金額　申請内容に応じ、個別に審査され決定されます。
○申請方法
　「助成事業申請書（第一次審査用）に必要事項を記入し、受託者代理店の興能
信用金庫本店営業部に提出してください。
○受付期間　10 月 1 日㊍～ 12 月 11 日㊎
問興能信用金庫本店営業部信託係☎ 62-1122 ／企画財政課☎ 62-8535

　「公益信託能登町エンデバーファンド 21」の運営委員会が 8 月 3 日に行われま
した。前年度助成団体の報告のあと、本年度に申請した団体が自分たちの描くまち
づくりについて説明し、表のとおり助成支援が決定しました。

団体名 テーマ 助成額

モスランド能登 癒しの創出と耕作放棄地等の利活用に向けた苔の栽培及び
販売 85 万円

YAZZO ！能登町青
年会議 「Arinzo!Fes.（アリンゾフェス）」の開催 171.7 万円

伝承娯楽「能登ごい
た」保存会

「地域に根付いたゲームが地域を元気にする」シンポジウ
ムの開催 52 万円

能登ガーデンツーリ
ズム推進協議会

柳田植物公園内へのイングリッシュ・ガーデン・里山ガー
デンを造成 681.8 万円

NPO 法 人 の と キ リ
シマツツジの郷

園芸先進地である英国への「のとキリシマツツジ」を贈呈
事業 100 万円

鳳 遊 海  T e a m s 
ZUREEEEEE

関係人口構築のための里山里海体験「ズリーキャンプ」実
施事業 62 万円

　　　計　6 団体　　 1,152.5 万円

まちづくり活動を応援します！
「公益信託能登町エンデバーファンド 21」「公益信託能登町エンデバーファンド 21」

令
和
2
年
10
月
1
日
付

人
事
異
動

■
課
長
級

▽
大
庭
毅（
教
育
委
員
会
事
務
局
長

兼
中
央
図
書
館
長
兼
コ
ン
セ
ー
ル
の

と
施
設
長
兼
全
国
高
校
総
体
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
大
会
準
備
室
長
／
教
育

委
員
会
事
務
局
長
兼
中
央
図
書
館
長

兼
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
施
設
長
）

■
主
幹
級

▽
山
根
剛
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主

幹
兼
全
国
高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
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支援決定！ 6 団体に 1,152.5 万円

　「第 16 回能登町民文化
祭」は、新型コロナウイル
ス感染症の予防対策を講じ
ることが難しいと判断し、
中止とさせていただくこと
となりました。
　町民のみなさまにおかれ
ましては、ご理解とご協力
をお願いいたします。

　能登町文化協会　

中止の中止の
お知らせお知らせ

　イカの駅つくモールの屋外サインが、第 33 回いしかわ広告景観賞　石川県知事
賞（公共部門）を受賞しました。
　いしかわ広告景観賞は、県内の都市景観の向上と屋外広告物に対する関心を高
めることを目的として、過去 3 年間に設置された
屋外広告物から選ばれます。
　イカの駅つくモールの屋外サインは、自然の緑
を活かした自立した文字型のサイン、建築デザイ
ンとマーク・ロゴデザインの調和が優れている点
が評価されました。今年度は 14 作品が入賞し、
9 月 4 日、県庁で行なわれた表彰式で、持木町
長が表彰状を受け取りました。

「イカの駅 つくモール」いしかわ広告景観賞 石川県知事賞（公共部門）受賞


